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セ ンターか らのお知 らせ

"ル ール を守 ろ う"

本セ ンター に おけ る計算需 要 は年 間約50%の 増加 をた どってお り、 また計 算機 システム のハー ドウ

エ ア 、 ソフ トウエア両 面 におけ る技術 の 発達 は急速 で新 しい利用方 法 が次 々 と開 発 され てい ます。

したが っ て最 近 では オー プ ンパ ンチ室 は いつ も空席 をさがす こ とが 困難 な状 況 です。 オー プ ンパ ンチ

室 に おけ る作業 のル～ ル は種 々 決め られ て い ます が、 なか なか守 られ てい ない場 合が 多 く、 オー プン

パ ンチ室 に行 くた びに1,2の 事 例 を見 るの で ここに 記 してみ ま しょ う。

a)パ ンチ室 入窒 の際 は履 き物 は きちん とそ ろえ る こと

オー プ ンパ ンチ室 へ 入 る ところに は、靴 箱 とス リッパが備 え られ てい ます。 に もか かわ らず

下 足は散 乱 し、い ろん な方向 を向 き、見た 欝も悪 く、通 るたび にす ご く不愉 快 で す。 さすが に

土 足の ま ま入室 して いる人 は見か け ませ ん が 、ス リッパ をは いて いる人 もあ ま りあ りませ ん。

下 足は靴 箱に 入れ 、 きちっ と ス リッパ をは い た らいか が な もの で しょ うか?

(2)予 約台 の無断使 用 者 にひ と こと

時 々穿 孔機 に電 源が はい った ま まの ことが あ ります。 これはS`ち ょっ と一枚 の カー ドの打 ち

直 し"と い った理 由 を 自らに いい聞 かせ て行 なって い る無断 使 用者 の"し わ ざ"だ ろ うと思 い

ます。 正 直 でエ ン リョ深 い 入は空 い てい る時間 に予約 し、穿 孔機 を使 屠 してい るので すか ら、

必 ず受付 で予 約 を して 、穿孔機 を使 用 した ら、最 後(電 源切 断)ま で責任 を もって もらいたい

と思 い ます。

(3)カ ー ドキ ャ ビネ ッ ト内の カー ドは締 め金 具 で押 えてお 〈:と

カー ドキャ ビネ ッ トの引 き出 しを引 き出す と、必 ず とい ってい い くらい カー ドがね て い ます。

カー ドが 締め金 で キチ ッ と押 え られて い るこ とは、ほ とん どあ りませ ん。 これ で は、 カー ド

が使 用 前に讐 曲 して し まい計 算機 に かけ られ た時 、カー ドリー ダー で ひっ かか る原因 となる こ

とは御 存知 な い方 は ない と思 うので すが ネ。

(4>未 使 用 の カー ドは必 ず カ ー ドキャ ビネ ッ トに戻 す こと

空 いて いる穿孔機 を見渡 す と、ほ とん どが カー ドが プロ グラムユ ニ ッ トの 上 、カー ドホ ッパー

の 中 、 また時に は、穿 孔機 の横 につ いて い るサ イ ドキャ ビネ ッ トの 申に も残 ってい る ことが あ

ります。"前 使 用 者の善 意?"と で もいいた くな ります が 、機 械 内に 長時 間放置 してお くと、

そっ て しまっ た り、機械 に 入 垂)にく くな ったり しますか ら、必 ず ミスカー ドは 各台備 付け の不

要 カー ド入 れに未使 用 の カー ドは カー ドキャ ビネ ッ トの 中へ返 す よ うに心掛 け てい ただ きた い

と思 い ます。 また、 その際 カー ドの 畠 し入れ はて いね いに行 な い、大 妨に使 用 して くだ さい。


